
2003年度 第２回情報化委員会議事録 
 
1.実施日時･場所 

2003年７月２5日(金)  13:30～17:00（10：00～12:00相互協力委員会との合同委員会を実施） 
  愛知学泉大学豊田キャンパス 1号館大会議室 
 
2.出席者 
議長 愛知大学(三浦 文博) 
記録 愛知大学(水野 玲子) 

 
愛知大学(三浦 文博)、愛知大学（水野 玲子）、愛知学院大学（広瀬 久美子）、愛知工業大学
（有田 哲治）、朝日大学（山本 祐子）、中京大学(春日井 正人)、中部大学(古田 明彦)、豊橋
創造大学（川上 雅子）、名古屋経済大学（柿原 明子）、南山大学 (石井 知好) 

 
3.議題 

3.1 東海地区協議会ホームページについて 
3.2 システム・ネットワーク化情報交換会について 
3.3 システム・ネットワーク化アンケートについて 
3.4 リンクデータベースの維持について 
3.5 その他 

 
4.議事内容 
合同委員会の内容に沿うかたちでおこなわれた。 
4.1 東海地区協議会ホームページについて 

HPの今後の取り扱いについて、合同委員会の内容についての確認がなされ承認された。 
・内容、及びレイアウト等について 
内容レイアウト等に関して、とりわけ新規の内容については、トップページと更新履

歴にのせること、またわかりやすくするために Newマークをつけ 1ヶ月を目途に消
去していくこと等が確認、了承された。 
・バックファイルの取り扱いについて 
ファイルのバックアップについては、三浦委員長より常任幹事会にて過去２期分をの

こすことに決められたことが報告された。それにともなって、情報化委員会では、今

年度分と過去２期分(過去４年分)のファイルを残すこととなった。バックアップ後は
紙については破棄し、電子的なものについては可能な限り残していく意向となったが、

ホームページ上に残すか CD-R等に残すかは次回以降検討することとなった。*記録
に関しては２年で削除 
・その他について 
合同委員会の議事録は相互協力委員会のページにのせ、それぞれのページにリンクを

はって対処することとなった。 
 

4.2 システム・ネットワーク化情報交換会について 
   ・運営について 
     例年事例報告の時間が短いという意見をもとに、新しい試みとして、今年度は分科

会を中心に行うことが確認された。 
     ・分科会について 

次回委員会でテーマ･役割等すべて決定させるため、8 月末までに全委員でテーマを
考え、次回委員会までに意見を集約することとなった。 
・業者デモ、講演について 
業者デモを行うかどうか、またその内容についてさまざまな意見が出された結果、

情報化委員会では業者デモを行う方向で話を進めていくこととなった。 



また山本委員より超高速データベース検索システム“Infocomメタデータ(OpenText
７)”のデモの提案が業者からあったことが報告された。 

・担当について 
情報化委員会より有田委員、広瀬委員が担当する。相互協力委員会の担当者との事

前打ち合わせを行うこととなった。 
 

4.3アンケートについて 
アンケートについては、別途配布された 2002 年度のアンケートをもとに修正･追加が議
論された。Q６の項目においてはさまざまな意見が出されたが議論の末、以下の点におい
て修正･追加することが決定した。 

・ Q6-1：貴館では、契約により Internet を通じて利用している有料サービ         

スはありますか、に修正。（”有料”を追加する） 
・ Q6-2：一覧を見直し、新しいデータベースがあれば追加。 
・ Q6-3：おおよその金額とともにあらたに費目(資料費･その他)を追加する 

      また委員それぞれの大学が使っている電子ジャーナルの支払費目の扱いはどうなってい
るか等、アンケートに関して引き続きメールで意見交換をおこなう。 

 
4.4リンクデータベースの維持について 

  リンクデータベースの維持に関して、今年度はデータの追加は研究会がおこない、メン

テナンスについては委員会で行うこととなった。 
 

前回決定した担当はすべて白紙にもどし、再度カテゴリー別に修正担当者を決めなおし

た。総記(000)、哲学(100)、歴史(200)は相互協力委員会でおこなう。情報化委員会のそ
れぞれの修正担当者は下記の通りである。 
 ・300.社会科学(54)：山本委員、水野委員 
 ・400.自然科学(54)：広瀬委員、有田委員 
 ・500.技術(86)：古田委員、川上委員 
 ・600.産業(0)： 
 ・700.芸術(33)： 
 ・800.語学(37)： 春日井委員、石井委員、柿原委員 
 ・900.文学(8)： 
 ・ZZZ.その他(13)：    

    
グループで相談しながら作業をすすめ、次回委員会までには更新を完了させることとな

った。またその際メーリングリストによる意見交換の提案がなされた。ダブルチェック

ののち、データの削除は三浦委員長が行う事となった。   
 

 
以上  

      
 

 


